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CS
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地上波 

放送センター 

サーバー群 ファイアーウォール 

放送送出装置 
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CATVが、電柱に敷設した同軸ケーブル

を利用してテレビ放送の送信やインターネ

ット接続を提供しているのは、よく知られ

た話だ。だが、90年代半ば以降に創設さ

れた新しいCATV局の多くは、幹線を光フ

ァイバー化したHFC（Hybrid Fiber Coax）

を導入している。また、それ以前から開局

しているCATV局も新時代のCATVサービ

スに対応するために続々とHFC化の作業

を進めている。HFCとは何か、そして、な

ぜ今HFCなのかを検証してみよう。

HFCは、光ファイバーと同軸ケーブルを

組み合わせてCATVネットワークを構築す

る手法だ。放送センターからユーザー宅

光ファイバーを使った H F C

将来を先取りした未来型のインフラ
近くの電柱に設置されたノード（光電気変

換装置）までは、光ファイバーを配線し、ノ

ードから各家庭までは同軸ケーブルで引き

込む。最大のメリットは、利用可能な周波

数帯域が770MHzまで広がるため、双方向

の高速データ伝送ができることだ。このた

め、テレビ放送の配信だけではなく、電話

ADSLの先を行くライフライン

過小評価してはいけないCATV
text : 山崎潤一郎　photo : Watari Tokuhiro

光ファイバーと同軸ケーブルが混在したHFCネットワーク
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や高速インターネットなどの通信サービス

の提供も容易になる。放送と通信の境目

がなくなり、情報のデジタル化が急速に進

行する今、HFCはCATV事業者が生き残

るための重要なキーワードなのだ。

同軸ケーブルの余裕と電話線の限界

CATV業界は情報のデジタル化の時代

を迎え、そのあり方が大きく変わろうとし

ている。既存の放送やネットだけではなく、

近い将来にはIP電話サービスが始まるだ

ろうし、放送の分野ではデジタル化がさし

迫っている。特に放送のデジタル化は、

CATV事業者にとって大きなターニングポ

イントとなるだろう。デジタル化されるこ

とで、現在アナログ放送で利用中の周波

数帯域に空きができ、この部分を双方向の

通信サービスに利用できるからだ。たとえ

ば、インターネット接続の高速化が考えら

れるし、ほかにも電気やガス代などの遠隔

測定や在宅医療、ホームショッピングなど、

その可能性は非常に大きい。同軸ケーブ

ルという1本の回線が家庭における“ライ

フライン”として機能するようになるのだ。

その時こそ、広帯域が利用できるHFCネ

ットワークの重要性が増すものと思われ

る。現状で、電話回線の能力を限界まで

引き出して利用しているADSLでは、ここ

までの“広がり”を感じることはできない。

将来性という意味ではCATVのほうが遙か

に上だ。

CATVでなければならない理由

しかし、CATV事業者以外のインフラ提

供者も、同じような未来を考えている。そ

うした競合が多数いる中で、CATVでなけ

ればならない理由をユーザーに明確に示

す必要があるだろう。そのヒントは「地域

情報」にあるのではないだろうか。CATV

事業者はエリアごとに棲み分けがされて、

地域に密着した営業を行っている。そこが

CATV事業者の強みであり、地元ユーザー

に訴求すべきポイントと言えるだろう。

ただし、地域情報を集めてコンテンツ化

し、放送やネットでユーザーに提供するに

は人手とコストがかかる。そんな中、関西

ケーブルネットが、地元の商店街と買い物

客を結びつけるユニークな実験を行った。

これは、広告主である商店主がカラーファ

ックスを利用して手書きの情報（本日の特

売情報など）を専用のサーバーに送信する

と、そのままの文面を自動的にコミュニテ

ィーチャンネルやホームページに掲載する

ものだ。最大のポイントは、情報の発信側

で大きな手間を必要とせずに、地元の買

い物客に店の情報をアピールできるという

点だ。営業マンと地元の結びつきが強い

地元密着型のCATV事業者だからできるサ

ービスと言えるだろう。

いずれにしても、CATV事業者が生き残

っていくためには、HFC化されたネットワ

ークの上で、“ならでは”のサービスを生み

出し提供していくことが大切なのだ。

ADSLの先を行くライフライン

過小評価してはいけないCATV

広帯域の利用例

450 770MHz7010

インターネット下り 
 

インターネット上り 

地上波 インターネット 
下り 

映像新サービス IP新サービス 
 

CS/BS系 
チャンネル 

 

450MHz7010

地上波 CS/BS系 
チャンネル 
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12Mbps版ADSLの登場で「ADSLと比

較して、高いわりには速くない」という負の

イメージがますます先行しそうなCATVイ

ンターネット（以下CATV）だ。しかし、実

質的な速度という面からこの両者を比べ

てみると、CATVは劣っているどころか、多

くのユーザーにとってはCATVを選ぶ方が

賢明ではないかという印象を持つ。

ADSLには、距離による信号の減衰から

くる速度低下という宿命とも言える問題が

ある。また、ほぼ同じ距離のユーザーでも

回線状況により数Mbpsの速度差が出るこ

とも珍しくない。ADSLを導入するという

ことは、まさに速度が“出るか出ないか”と

いう賭けをするようなものだ。

一方のCATVは、距離に左右されること

なく均一の速度が約束されている。ユーザ

ー間の公平性を担保するという意味では

実に優れた仕組みと言えよう。安定性を

求めるならば、CATVで決まりなのだ。

ただ、手放しで喜べない面も持ち合わ

せていることは事実だ。1ユーザーあたり

の割当帯域を低く見積もっているCATVで

は、特に夜間などで利用者が多くなると、

トラフィックの集中によりパフォーマンス

の低下を招く。このあたりは、CATV事業

電話線の利用していない高周波数を利用してデータを伝送

下り1チャンネル（6MHz）で27Mbpsまたは39Mbps、上り1チャンネル（0.2M～3.2MHz）で

300kbps～9Mbpsの接続が可能

2002年加入者数の推移

それぞれの利点と欠点

CATVとADSLではどちらがお得？
者の考え方や資質の問題であり、本気で

ADSLと戦う気のある事業者ならば、その

点に関してもしっかりとユーザーにアピー

ルすべきであろう。

13Mbps対38Mbpsの限界値

また、CATVの潜在的な能力にも注目し

たい。ADSLでは左下にあるように、

1MHz弱という周波数帯域に上り25本、

下り223本のキャリア（搬送波やトーン、ピ

ンなどとも言う）を立てて変調する。1本の

キャリアで送れるデータ量は15ビットであ

り、これを1秒間に4000回変調する。する

と、下りの理論的な最大速度は223本×

15ビット×4000回＝13.38Mbpsとなる。

一応これがADSLの理論的な限界であり、

これ以上の速度を望むのであれば、より高

い周波数を使うなどの方策を考えなけれ

ばならない。ただし、高い周波数ほど信号

の減衰が激しく距離が伸びないという欠点

があることも忘れてはならず、ここにもユ

ーザー感の公平性を担保できないADSL

の“ほころび”が顔を出す。ましてや、

Annex AとAnnex Cという異なる方式の

ADSLや、それに加えてISDN回線までも

が混在する日本のフィールドでは干渉とい

う問題にも配慮する必要がある。

一方のCATVの場合も、通信の基本的

な仕組みはADSLと同様の考え方で成り

立っている。テレビ放送で利用していない

1チャンネル分、6MHzの帯域を下り方向

の接続に使うことで、理論値は64QAM（直

交振幅変調）で27Mbps、256QAMで

38Mbpsの接続が可能となる。

さらに少し先を見据えたとき、地上波テ

レビ放送がデジタル化されることで、現在

アナログ放送で利用している周波数帯域

に空きができる。この空いた帯域を通信

に利用することもできる。そうなれば、さら

に高速なインターネット接続も夢ではな

い。このようにCATVは、ADSLと比較に

ならないほどの高い可能性を秘めた将来

有望なラストワンマイルと認識すべきだ。

ADSL G.dmt 下り142kHz～1104kHz

ADSL G.lite 下り142kHz～552kHz
電話信号 
4kHz ADSL上り26kHz～138kHz

10MHz 55MHz 70MHz 770MHz

ケーブルモデム上り 

TVチャンネルアナログ TVチャンネルデジタル 
ケーブルモデム 

下り 

1月末 2月末 3月末 4月末 5月末 6月末 7月末 8月末 

万加入 

DSL

FTTH
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Yahoo! BBがADSL回線を使ってテ

レビ放送を始める――このニュースに

は耳を疑った。だがその話は本当だっ

た。BBケーブルTVは、Yahoo! BBユ

ーザーに向けたテレビ放送サービスを

開始する予定だ。

下の図は、BBケーブルTVがユーザ

ーに向けて放送を送出するしくみを表し

たものだ。実はこの仕組み、現状の

CATVが放送を提供しているものとほと

んど同じ形態になる。異なるのは、送

出する情報がIPパケット化されていると

いう点だ。CATVの場合、64QAMとい

う方式で変調を加えている。

実は、BBケーブルTVが放送事業者

として総務省に登録を許された背景に

は、有線テレビジョン放送法に対する規

制緩和があった。これまでの法律では、

放送事業者に自前のインフラ整備を義

務づけていたのだが、今年1月に施行さ

れた「電気通信役務利用放送法」では、

情報が1本の線でやりとりされるという

サービス形態こそが、将来のCATVが生

き残る道を示唆するものなのだ。

また、BBケーブルTVではいわゆるテ

レビ放送以外にも、ビデオオンデマンド

を利用した有料のレンタルビデオサー

ビスを実施するとしている。こちらはイ

ンターネットでおなじみの、サーバーに

よるストリーミング形式の動画配信とな

り、ユーザーは、手元のリモコン操作だ

けで“放送”と“通信”をシームレスに使

い分けられる。CATV局でも「レンタル

ビデオ始めました！」と称して、ネット接

続を利用したこのようなサービスを行う

とおもしろいと思うのだが……。

インフラを借り受けて放送事業を行う

ことが許されるようになった。Yahoo!

BBのインフラを利用して「有線テレビジ

ョン放送」を行うBBケーブルTVは、こ

の規制緩和を上手に利用した例と言え

る。

これによりYahoo! BBユーザーは、

ADSL回線という1本の線を使って、ネ

ットと電話、テレビという3つのサービ

スを受けられるようになる。実は、この

ようにフルデジタル化されたさまざまな

Yahoo! BBを使った有線放送
BBケーブルTVの新しいかたち

BBケーブルTV

専用線 

電話 

番組供給者 MPEG2エンコーダー 

番組供給者 MPEG2エンコーダー 

番組供給者 MPEG2エンコーダー 

番組供給者 MPEG2エンコーダー 

IPパケット化 

多重化 

スクラ 
ンブル 

視聴 
制御 

Yahoo!BB網 
IPマルチキャスト対応 

NTT 
GC局 

NTT 
GC局 

※GC局：市内交換局 

NTT 
GC局 

STB TV

PCモデム 

ADSLの先を行くライフライン

過小評価してはいけないCATV

インターネットサービス CATV ADSL

展開地域 地域限定サービス 全国サービス

回線 光、同軸ケーブル 既存のアナログ電話線

現在期待できる 下り30Mbps、上り10Mbps 下り12Mbps、上り1Mbps
最大通信速度

初期導入コスト 加入費や工事費など約2万円～5万円と割高 初期費用は無料キャンペーンを続ける事業者
が多く、工事も局側が主なので負担が軽い

月額利用料 約3,000～5,000円と割高 約2,000～3,000円と割安

伝送距離による速度の変化 なし 大きく変化

同時アクセスユーザー数に 十分なバックボーンを有していない場合や適 回線部分は影響ないが、バックボーンの容量
よる影響 切なQoSの設定をしていない場合は、通信速 に左右される部分はCATVと同様

度が低下

干渉や雑音による速度の変化 少ない ISDNやADSL同士、ラジオ電波などの干渉や
雑音により速度低下

ISPの移行 1地域1事業者なので選択できない 移行が容易

集合住宅への導入 条件によっては不可能 導入しやすい
そのほか ・インターネットや地上波以外にもBS／CS放 ・電話局から加入者までの幹線が光化されて

送や独自番組など放送コンテンツがあり、イン いるとADSL信号が通らないので利用できない
ターネット接続とのパックで利用料が割引にな ・さまざまな干渉や局からの距離など、速度が
る場合もある 変化する要因が複雑で多いので、実際に利用

・事業者によってサービスや品質がばらばら するまで速度がわからない

CATVインターネットの伝送の仕組み
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ADSLに足下をすくわれ、頭上にはFTTHが迫るCATV

インターネットが置かれた現状は、決して楽観できるもの

ではない。そんな中、イッツコムや近鉄ケーブルネットワ

ーク、マイテレビ、栃木ケーブルなどが続々と下り

30Mbpsサービスを開始、あるいは名乗りを上げてい

る。FTTHに迫るパフォーマンスを示す30Mbpsサービ

スは、CATVインターネットの救世主になり得るのだろう

か。また、テレビ放送のデジタル化が進む中、CATV局の

生き残る道はどこにあるのか。CATV業界を代表する大

手2社に、そのあたりの戦略を聞いた。

2 0 0 3 年地上波デジタル放送がターニングポイント

HFCで武装した先進事業者の勝算

超高速回線とテレビ、電話のトータルパッケージサービス

アットネットホーム www.jp.home.com

アットネットホームは、各地のCATV局

にインターネット接続サービスを提供する

プロバイダー。インターネット向けの設備

投資に耐えられない地域密着型の弱小

CATV局をサポートする役割を担ってい

る。現在、30局近いJ-COM Broadband

やZAQの系列局のユーザーに対し、イン

ターネット接続やコンテンツのサービスを

提供している。

昨年のYahoo! BBの登場以来、大ブレ

イクした感のあるADSLだが、そのあおり

でCATVインターネットユーザーの増加に

ブレーキがかかってはいないのだろうか。

アットネットホーム株式会社の斎木幹生氏

は「ADSLの影響はあまり感じない」と前置

きしつつ「もともと限られたエリアのユー

ザーに対してサービスを提供するCATV

は、ユーザーの獲得数にも限界がある」と

ADSLと単純比較できるものではないと釘

を刺す。確かに、総務省が毎月まとめてい

る「インターネット接続サービスの利用者

数等の推移」（P138参照）を見ると、ADSL

ほどの派手さはないが利用者は確実に増

えているようだ。ただ、そうは言っても昨

年から今年にかけて急激に増加したブロ

ードバンド人口の多くをADSLに奪われた

ことは事実であり、一般ユーザーから見た

CATVインターネットの存在は影が薄い。

それに対し同社ではユーザーやCATV事

業者各社に対し、CATVインターネットの

魅力を積極的にアピールしている。

まず1つ目のポイントとして『通信速度の

安定性』を挙げた。「ADSLは、同一料金を

払っていても電話局からの距離の違いに

よりリンク速度が異なる」（斎木氏）と距離

に関係なく速度が安定しているCATVのメ

リットを反面教師的に強調する。また「多

チャンネルテレビとのパッケージサービス

も魅力だ」と述べて、インフラとしての将来

の可能性を指摘。「1本のケーブルでテレ

ビと電話、ネットの3つのサービスが受け

られる点が強みで、これを米国ではトリプ

ルプレイと呼ぶ」と言い、日本でもこの部

分がユーザーにとって大きな魅力になると

目論んでいる。ただ「そのためには各

CATV局のHFC化は不可欠である」と語る

った。

真のHFCを構築しないと先がない

同社の系列局では、幹線を光ファイバ

ー化するという意味でHFCをとらえると、7

～8割を完了している。ただし、斎木氏は

「CATV局が最終的に到達しなければなら

ないHFC化とは、途中途中に設置された

増幅器やタップオフ（各戸への引込み分岐

点）が770MHzに対応したものとなり、1心

の光ファイバーで500世帯程度をカバーす

る形態」と力説する。いわばこれが真の

HFC化の姿というわけで、「このようなネ

ットワークを構築できない事業者は今後事

業が成り立たなくるのではないか」と打ち

明ける。

また、各戸まで光ファイバーを引き込む

完全FTTH化に関して斎木氏は「同軸ケー

ブルの帯域をフルに利用すれば最大で

4Gbpsの伝送能力があり、FTTHにこだわ

らなくても光ファイバー並のことはできて

しまう」と、将来もHFCで十分との考えを

示めしている。
アットネットホームの営業本部営業企画部

長である斎木幹生氏

福岡のストリートミュージックや祭りなど、さまざまなシーンを発信しているIFF

（Independent Factoy in Fukuoka)。こうした地域に密着したかたちのコンテンツは

CATVならではだろう。
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30Mbpsの高速接続をいち早く開始

イッツ・コミュニケーションズ www.itscom.jp

2001年8月、東急ケーブルテレビジョン

は長い間親しまれてきた社名を捨て、「イ

ッツ・コミュニケーションズ」へ社名を変更

した。インターネットの普及や放送のデジ

タル化など、放送と通信を取り巻く環境が

激変する中で、時代の変化に対応しようと

いう同社の決意のほどを感じた。

母体である東急電鉄が行っていた実験

を含めると、1970年代初頭から活動を開

始している。その古い歴史の重みを表すよ

うに、同社が敷設してきたネットワーク設

備は、今後のCATVの行く末を占う上で重

要なキーワードとなる『高速インターネッ

ト』や『放送のデジタル化への対応』という

部分において能力不足が否めなかった。

そこで同社では、2000年10月からネッ

トワークをHFC化する作業に着手した。

同社のように既存ユーザーのサービスをス

トップすることなく、古いネットワークを

HFC化する場合は、既存の同軸ケーブル

と平行するかたちで幹線部分を光ファイバ

ー化しなければならない。そして、光ファ

イバー化が完了したエリアから、順次宅内

に引き込まれた同軸ケーブルを光ファイ

バー幹線にスイッチする工事を行う。

東京の城西地区や川崎、横浜の一部地

区と広域にエリア展開する同社の場合、

従来のネットワークをすべてHFC化するに

は時間とコストを必要とする作業だ。HFC

化は現在も進められており、「この11月の

時点で全エリアの約7割のHFC化が完了

する」と語るのは、イッツ・コミュニケーシ

ョンズの石丸英二氏。そして「来年の夏ま

でには全エリアのHFC化が完了する予定」

と明かした。

苦手だった夜間でも快適な接続

同社では、この4月からHFCのメリットを

生かしたインターネット接続サービスを始

めた。「かっとびワイド」は、理論値で下り

30Mbps、上り10Mbps（実効速度で下り

10Mbps、上り4Mbps）を実現している。

「かっとびワイド」の特徴は、理論的な通

信速度が向上しただけではない。1ユーザ

ーあたりの実質割当帯域を増やすため、

従来型のメニューでは、1ノードあたりの

収容世帯数を1200～1300に設定してい

たものを、300～500収容にしたのだ。石

丸氏は「かっとびワイドは従来型メニュー

とはまったく異なるネットワーク構成であ

り、利用率の高い夜間の時間帯でも、ユー

ザーに快適な接続を提供できる」と自信を

見せた。

また、インターネット接続以外のサービ

スについても、その方向性を聞いてみた。

まず、ブロードバンドのキラーコンテンツ

と期待されるIP電話サービスについては、

『広域ケーブルフォン検討会』に同社も名

を連ねてその可能性を探っている。ただ

し、石丸氏は「実用化はもう少し先になる。

携帯電話がこれほど普及している中で、ま

だユーザーのニーズが高まっているとは思

わない」と、早い段階でのサービス開始を

否定した。

また、テレビ放送サービスに関して同社

は、この春から従来型のアナログ方式に

加えてデジタル対応の「プレミア」というサ

ービスを展開している。デジタル化が進む

テレビ放送への対応もぬかりないといった

ところか。石丸氏は「各世帯がアンテナの

取り替えを迫られる地上波デジタル放送

の移行期がユーザーを増やすチャンスだ」

と見ている。どのみち設備投資が必要な

のだから、CATV導入のハードルは低くな

るだろうというのが目論見のようだ

それでは、ユーザー宅まで光ファイバー

を引き込む完全FTTH化の計画はあるの

だろうか。「一般家庭向きの放送通信サー

ビスという部分で考えた場合、FTTHにす

る意味は感じられない。現状のHFCで十

分」と石丸氏はその可能性を否定する。た

だし「事業所や学校、病院などビジネスユ

ーザー向けのFTTHサービスは考えてい

る」と明かしてくれた。

イッツ・コミュニケーションズの政策室課

長である石丸英二氏

ADSLの先を行くライフライン

過小評価してはいけないCATV

常時接続インターネット

＊モデムレンタルの場合月額700円、速度はベストエフォート、別途契約費と工

事費

かっとびワイド

下り最大通信速度 30Mbps

上り最大通信速度 10Mbps

月額料金 5,200円

付帯サービス グローバルIPアドレス、ダイヤルアクセス、メー
ルアドレス5つ、HP容量10Mバイト

かっとびプラス

下り最大通信速度 8Mbps

上り最大通信速度 256kbps

月額料金 2,500円

付帯サービス プライベートIPアドレス、メールアドレス5つ、
HP容量10Mバイト

かっとびジャスト

下り最大通信速度 512kbps

上り最大通信速度 128kbps

月額料金 2,200円

付帯サービス プライベートIPアドレス、メールアドレス1つ

イッツコム　ティービィ

プレミアとレギュラーのセットで月額サービス料金は4,300円

プレミア

基本サービス月額料金 2,500円

セットトップボックス本体価格 4万9,500円

セットトップボックス月額レンタル料金 1,100円

2台目以降の月額サービス料金 1台あたり500円

レギュラー

基本サービス月額料金 3,800円

2台目以降の月額サービス料金 1台あたり1,800円
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